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(57)【要約】
　本発明は、無線通信システムで自動再伝送要請（Ａｕ
ｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ：ＡＲ
Ｑ）フィードバック・メッセージの生成装置及び方法に
関する。本発明による受信端でＡＲＱフィードバックの
ための方法は、ＡＲＱフィードバックを行っていない少
なくとも一つのＡＲＱブロックのうち、最初にエラーが
発生したＡＲＱブロック情報を含む第１のＡＲＱフィー
ドバック情報を生成するステップと、第１のＡＲＱフィ
ードバック情報にエラーの発生如何を示していない少な
くとも一つのＡＲＱブロックに対するエラーの発生如何
を示す第２のＡＲＱフィードバック情報を生成するステ
ップと、第１のＡＲＱフィードバック情報及び第２のＡ
ＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフィードバック・
メッセージを生成して送信端に伝送するステップと、を
含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムの受信端で自動再伝送要請（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒ
ｅｑｕｅｓｔ：ＡＲＱ）フィードバック・メッセージの生成方法において、
　ＡＲＱフィードバックを行っていない少なくとも一つのＡＲＱブロックのうち、最初に
エラーが発生したＡＲＱブロック情報を含む第１のＡＲＱフィードバック情報を生成する
ステップと、
　前記第１のＡＲＱフィードバック情報にエラーの発生如何を示していない少なくとも一
つのＡＲＱブロックに対するエラーの発生如何を示す第２のＡＲＱフィードバック情報を
生成するステップと、
　前記第１のＡＲＱフィードバック情報と前記第２のＡＲＱフィードバック情報を含むＡ
ＲＱフィードバック・メッセージを生成して送信端に伝送するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　ＡＲＱフィードバックを行うＡＲＱブロックのうち、エラーが発生したＡＲＱブロック
が存在するかを確認するステップと、
　エラーが発生したＡＲＱブロックが存在しない場合、最後にエラーなしに受信成功した
ＡＲＱブロック情報を含む第３のＡＲＱフィードバック情報を生成するステップと、
　前記第３のＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフィードバック・メッセージを生成
して送信端に伝送するステップと、
をさらに含み、
　エラーが発生したＡＲＱブロックが存在する場合、最初にエラーが発生したＡＲＱブロ
ック情報を含む第１のＡＲＱフィードバック情報を生成することを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　送信端でエラーが発生したＡＲＱブロックを少なくとも二つに分割して再伝送したＡＲ
Ｑ下位ブロックに対するＡＲＱフィードバックを行うかを確認するステップと、
　前記ＡＲＱ下位ブロックに対するＡＲＱフィードバックを行う場合、ＡＲＱフィードバ
ックを行っていない少なくとも二つのＡＲＱ下位ブロックのうち、最初にエラーが発生し
たＡＲＱ下位ブロック情報を含む第４のＡＲＱフィードバック情報を生成するステップと
、
　前記第４のＡＲＱフィードバック情報にエラーの発生如何を示していない少なくとも一
つのＡＲＱ下位ブロックに対するエラーの発生如何を示す第５のＡＲＱフィードバック情
報を生成するステップと、
　前記第４のＡＲＱフィードバック情報と前記第５のＡＲＱフィードバック情報を含むＡ
ＲＱ下位ブロックに対するＡＲＱフィードバック・メッセージを生成するステップと、
　前記ＡＲＱフィードバック・メッセージにＡＲＱ下位ブロックに対するＡＲＱフィード
バック・メッセージを追加して送信端に伝送するステップと、
をさらに含み、
　前記ＡＲＱ下位ブロックに対するＡＲＱフィードバックを行わない場合、前記第１のＡ
ＲＱフィードバック情報及び前記第２のＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフィード
バック・メッセージを生成して送信端に伝送することを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　無線通信システムの受信端でＡＲＱフィードバック・メッセージの生成装置において、
　ＡＲＱブロックを受信する受信器と、
　前記受信器を通じて送信端から受信したＡＲＱブロックのエラー発生如何を判断し、Ａ
ＲＱフィードバックを行う時点を考慮して、送信端にＡＲＱフィードバックを行うように
制御するＡＲＱ制御部と、
　ＡＲＱフィードバックを行う場合、ＡＲＱフィードバックを行っていない少なくとも一



(3) JP 2012-500553 A 2012.1.5

10

20

30

40

50

つのＡＲＱブロックのうち、最初にエラーが発生したＡＲＱブロック情報を含む第１のＡ
ＲＱフィードバック情報と、前記第１のＡＲＱフィードバック情報にエラーの発生如何を
示していない少なくとも一つのＡＲＱブロックに対するエラーの発生如何を示す第２のＡ
ＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフィードバック・メッセージを生成するＡＲＱ制御
メッセージ生成部と、
　前記ＡＲＱフィードバック・メッセージを送信端に伝送する送信器と、
を備えることを特徴とする装置。
【請求項５】
　前記第２のＡＲＱフィードバック情報を生成するステップは、
　前記第１のＡＲＱフィードバック情報にエラーの発生如何を示していない少なくとも一
つのＡＲＱブロック及び前記最初にエラーが発生したＡＲＱブロックに対するエラーの発
生如何を示すビットマップで第２のＡＲＱフィードバック情報を生成するステップを含む
ことを特徴とする請求項１または請求項４に記載の方法または装置。
【請求項６】
　前記ＡＲＱフィードバック・メッセージは、ＡＲＱフィードバック・メッセージのタイ
プ情報、受信端の識別子情報、他のＡＲＱフィードバック・メッセージの存否を示す情報
、ＡＲＱフィードバック・メッセージの構成情報、ビットマップ情報が最後のビットマッ
プであるかを示す情報、前記第１のＡＲＱフィードバック情報に含まれたＡＲＱブロック
のシーケンス番号を示す情報及び前記第１のＡＲＱフィードバック情報を利用してエラー
の発生如何を示していない少なくとも一つのＡＲＱブロックのエラー発生如何を示すビッ
トマップ情報のうち少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項１または請求項４に記
載の方法または装置。
【請求項７】
　前記ＡＲＱ制御メッセージ生成部は、エラーが発生したＡＲＱブロックが存在しない場
合、最後にエラーなしに受信成功したＡＲＱブロック情報を含む第３のＡＲＱフィードバ
ック情報を含むＡＲＱフィードバック・メッセージを生成し、
　ＡＲＱフィードバックを行うＡＲＱブロックのうち、エラーが発生したＡＲＱブロック
が存在する場合、前記最初にエラーが発生したＡＲＱブロック情報を含む第１のＡＲＱフ
ィードバック情報及び前記第２のＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフィードバック
・メッセージを生成することを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項８】
　前記ＡＲＱ制御メッセージ生成部は、送信端でエラーが発生したＡＲＱブロックを少な
くとも二つに分割して再伝送したＡＲＱ下位ブロックに対するＡＲＱフィードバックを行
う場合、ＡＲＱフィードバックを行っていない少なくとも二つのＡＲＱ下位ブロックのう
ち、最初にエラーが発生したＡＲＱ下位ブロック情報を含む第４のＡＲＱフィードバック
情報と、前記第４のＡＲＱフィードバック情報にエラーの発生如何を示していない少なく
とも一つのＡＲＱ下位ブロックに対するエラーの発生如何を示す第５のＡＲＱフィードバ
ック情報を含むＡＲＱ下位ブロックに対するＡＲＱフィードバック・メッセージを生成し
、
　前記ＡＲＱフィードバック・メッセージにＡＲＱ下位ブロックに対するＡＲＱフィード
バック・メッセージを追加することを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項９】
　前記ＡＲＱ下位ブロックに対するＡＲＱフィードバック・メッセージは、ＡＲＱフィー
ドバック・メッセージのタイプ、受信端の識別子情報、他のＡＲＱフィードバック・メッ
セージの存否を示す情報、エラーが発生したＡＲＱ下位ブロックを有するＡＲＱブロック
の個数情報、エラーが発生したＡＲＱ下位ブロックを有するＡＲＱブロックの識別子情報
、ＡＲＱフィードバック情報の構成情報、ビットマップ情報が最後のビットマップである
かを示す情報、前記第４のＡＲＱフィードバック情報に含まれるＡＲＱ下位ブロックのシ
ーケンス番号を示す情報及び前記第４のＡＲＱフィードバック情報を利用してエラーの発
生如何を示していない少なくとも一つのＡＲＱブロックのエラー発生如何を示すビットマ
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ップ情報のうち少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項３または請求項８に記載の
方法または装置。
【請求項１０】
　無線通信システムの受信端でＡＲＱフィードバック・メッセージの生成方法において、
　ＡＲＱフィードバックを行っていない少なくとも一つのＡＲＱ下位ブロックのうち、最
初にエラーが発生したＡＲＱ下位ブロック情報を含む第１のＡＲＱフィードバック情報を
生成するステップと、
　前記第１のＡＲＱフィードバック情報にエラーの発生如何を示していない少なくとも一
つのＡＲＱ下位ブロックに対するエラーの発生如何を示す第２のＡＲＱフィードバック情
報を生成するステップと、
　前記第１のＡＲＱフィードバック情報及び前記第２のＡＲＱフィードバック情報を含む
ＡＲＱフィードバック・メッセージを生成して送信端に伝送するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　エラーが発生したＡＲＱ下位ブロックが存在するかを確認するステップと、
　エラーが発生したＡＲＱ下位ブロックが存在しない場合、最後にエラーなしに受信成功
したＡＲＱ下位ブロック情報を含む第３のＡＲＱフィードバック情報を生成するステップ
と、
　前記第３のＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフィードバック・メッセージを生成
して送信端に伝送するステップと、
をさらに含み、
　エラーが発生したＡＲＱ下位ブロックが存在する場合、最初にエラーが発生したＡＲＱ
下位ブロック情報を含む第１のＡＲＱフィードバック情報を生成することを特徴とする請
求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　無線通信システムの受信端でＡＲＱフィードバック・メッセージの生成装置において、
　ＡＲＱブロック及びＡＲＱ下位ブロックを受信する受信器と、
　前記受信器を通じて送信端から受信されたＡＲＱブロック及びＡＲＱ下位ブロックのエ
ラー発生如何を判断し、ＡＲＱフィードバックを行う時点を考慮して、送信端にＡＲＱフ
ィードバックを行うように制御するＡＲＱ制御部と、
　ＡＲＱ下位ブロックに対するフィードバックを行う場合、ＡＲＱフィードバックを行っ
ていない少なくとも一つのＡＲＱ下位ブロックのうち、最初にエラーが発生したＡＲＱ下
位ブロック情報を含む第１のＡＲＱフィードバック情報と、前記第１のＡＲＱフィードバ
ック情報にエラーの発生如何を示していない少なくとも一つのＡＲＱ下位ブロックに対す
るエラーの発生如何を示す第２のＡＲＱフィードバック情報と、を含むＡＲＱフィードバ
ック・メッセージを生成するＡＲＱ制御メッセージ生成部と、
　前記ＡＲＱフィードバック・メッセージを送信端に伝送する送信器と、を備えることを
特徴とする装置。
【請求項１３】
　前記第２のＡＲＱフィードバック情報は、前記第１のＡＲＱフィードバック情報にエラ
ーの発生如何を示していない少なくとも一つのＡＲＱ下位ブロック及び前記最初にエラー
が発生したＡＲＱ下位ブロックに対するエラーの発生如何を示すビットマップで第２のＡ
ＲＱフィードバック情報を生成することを特徴とする請求項１０または請求項１２に記載
の方法または装置。
【請求項１４】
　前記ＡＲＱフィードバック・メッセージは、前記ＡＲＱフィードバック・メッセージの
タイプ情報、受信端の識別子情報、他のＡＲＱフィードバック・メッセージの存否を示す
情報、エラーが発生したＡＲＱ下位ブロックを有するＡＲＱブロックの個数情報、エラー
が発生したＡＲＱ下位ブロックを有するＡＲＱブロックの識別子情報、ＡＲＱフィードバ
ック情報の構成情報、ビットマップ情報が最後のビットマップであるかを示す情報、前記
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第３のＡＲＱフィードバック情報に含まれるＡＲＱ下位ブロックのシーケンス番号を示す
情報及び前記第３のＡＲＱフィードバック情報を利用してエラーの発生如何を示していな
い少なくとも一つのＡＲＱブロックのエラー発生如何を示すビットマップ情報のうち少な
くとも一つを含むことを特徴とする請求項１０または請求項１２に記載の方法または装置
。
【請求項１５】
　前記ＡＲＱ制御メッセージ生成部は、ＡＲＱフィードバックを行うＡＲＱ下位ブロック
のうち、エラーが発生したＡＲＱ下位ブロックが存在しない場合、最後にエラーなしに受
信成功したＡＲＱ下位ブロック情報を含む第３のＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱ
フィードバック・メッセージを生成し、
　ＡＲＱフィードバックを行うＡＲＱ下位ブロックのうち、エラーが発生したＡＲＱ下位
ブロックが存在する場合、前記最初にエラーが発生したＡＲＱ下位ブロック情報を含む第
１のＡＲＱフィードバック情報及び前記第２のＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフ
ィードバック・メッセージを生成することを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ＡＲＱフィードバック・メッセージは、前記ＡＲＱフィードバック・メッセージの
構成情報と、ビットマップ情報が最後のビットマップであるかを示す情報とを同一のフィ
ールド名で構成することを特徴とする請求項６、請求項９または請求項１４に記載の方法
または装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムで自動再伝送要請（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔｒ
ｅ　ｒｅＱｕｅｓｔ：ＡＲＱ）のための装置及び方法に係り、さらに詳細には、無線通信
システムでＡＲＱフィードバック・メッセージを生成するための装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムは、データを伝送する無線資源のチャンネル状態によってデータにエ
ラーが発生しうる。このことから、無線通信システムは、伝送信頼度を高めるために、Ａ
ＲＱ方法を利用してデータのエラーを制御及び復旧する。
【０００３】
　ＡＲＱ方法を使用する場合、受信端は、送信端から受信されたＡＲＱブロックの受信成
否を前記送信端に知らせる。例えば、送信端から受信されたＡＲＱブロックにエラーが発
生していない場合、受信端は前記送信端にＡＣＫ情報を伝送する。一方、送信端から受信
されたＡＲＱブロックにエラーが発生した場合、受信端は前記送信端にＡＣＫ情報を伝送
する。ここで、受信端が受信したＡＲＱブロックに対する受信成否を送信端に伝送する一
連の動作をＡＲＱフィードバックと称する。
【０００４】
　ＡＲＱフィードバックを行う場合、受信端は累積ＡＣＫ（Ｃｕｍｕｌａｔｉｖｅ　ＡＣ
Ｋ）方式、選択ＡＣＫ（Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ）方式及びブロック・シーケンスＡ
ＣＫ（Ｂｌｏｃｋ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ＡＣＫ）方式を利用することができる。
【０００５】
　ブロック・シーケンスＡＣＫ方式を使用する場合、受信端は送信端から受信したＡＲＱ
ブロックに対する受信成否をビットマップ及び長さ情報を利用して表示する。
【０００６】
　選択ＡＣＫ方式を使用する場合、受信端はそれぞれのＡＲＱブロックに一つのビットを
割り当てて構成したビットマップを利用して、送信端から受信したＡＲＱブロックに対す
る受信成否を表示する。このとき、前記ビットマップを生成するビットの数が一定である
。したがって、受信端でビットマップを生成するビット数より少ない数のＡＲＱブロック
に対するＡＲＱフィードバックを行う場合、前記受信端と送信端はビットマップで、ＡＲ
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Ｑブロックの受信成否を示すビットを除いたビットが無駄になる問題が発生する。
【０００７】
　累積ＡＣＫ方式を使用する場合、受信端は最初にエラーが発生したＡＲＱブロック以前
に受信成功したＡＲＱブロックのうち、シーケンス番号が最も大きいＡＲＱブロックのシ
ーケンス番号を送信端に伝送する。例えば、受信端が送信端から１２個のＡＲＱブロック
のうち１０個のＡＲＱブロックを受信した状態で、第４、第５、第７、及び第９のＡＲＱ
ブロックにエラーが発生した場合、前記受信端は、第３のＡＲＱブロック・シーケンス番
号を送信端に伝送する。
【０００８】
　しかし、受信端が送信端から受信した第１のＡＲＱブロックにエラーが発生する場合、
前記受信端は送信端にＡＲＱブロック・シーケンス番号を伝送することができなくなる問
題が発生する。また、受信端はＡＲＱフィードバックを通じて送信端に伝送したＡＲＱブ
ロック・シーケンス番号以後に受信成功したＡＲＱブロックのＡＣＫ情報を送信端に知ら
せることができない問題が発生する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　したがって、本発明の目的は、無線通信システムの受信端でＡＲＱフィードバック・メ
ッセージを生成するための装置及び方法を提供するところにある。
【００１０】
　本発明の他の目的は、無線通信システムの受信端で累積ＡＣＫ方式と選択ＡＣＫ方式を
利用してＡＲＱフィードバック・メッセージを生成するための装置及び方法を提供すると
ころにある。
【００１１】
　本発明のさらに他の目的は、無線通信システムで選択ＡＣＫ方式によるＡＲＱフィード
バック・メッセージのオーバーヘッドを低減させるための装置及び方法を提供するところ
にある。
【００１２】
　本発明のさらに他の目的は、無線通信システムの送信端で少なくとも一つのＡＲＱブロ
ックで構成されるＭＰＤＵ（ＭＡＣ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）を利用し
てＡＲＱを行うための装置及び方法を提供するところにある。
【００１３】
　本発明のさらに他の目的は、無線通信システムの送信端で再伝送する場合、再伝送する
ためのＡＲＱブロックを少なくとも一つのＡＲＱ下位ブロック（ＡＲＱ　ｓｕｂ－ｂｌｏ
ｃｋ）に分割して再伝送するための装置及び方法を提供するところにある。
【００１４】
　本発明のさらに他の目的は、無線通信システムの受信端で少なくとも一つのＡＲＱ下位
ブロックに分割されて再伝送されるＡＲＱブロックに対するＡＲＱフィードバック・メッ
セージを生成するための装置及び方法を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の目的を達成するための本発明の第１実施形態によれば、無線通信システムの受
信端で自動再伝送要請（ＡＲＱ：ＡｕｔｏｍａｔｉｃＲｅｐｅａｔＲｅｑｕｅｓｔ）フィ
ードバック・メッセージ生成方法は、ＡＲＱフィードバックを行っていない少なくとも一
つのＡＲＱブロックの中で一番目にエラーが発生したＡＲＱブロック情報を含む第１のＡ
ＲＱフィードバック情報を生成するステップと、前記第１のＡＲＱフィードバック情報に
エラー発生可否を現わすことができなかった少なくとも一つのＡＲＱブロックに対するエ
ラー発生可否を現わす第２のＡＲＱフィードバック情報を生成するステップと、前記第１
のＡＲＱフィードバック情報と前記第２のＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフィー
ドバック・メッセージを生成して送信端に伝送するステップを含むことを特徴とする。
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【００１６】
　本発明の第２実施形態によれば、無線通信システムの受信端で自動再伝送要請フィード
バック・メッセージ生成方法は、ＡＲＱフィードバックを行っていない少なくとも一つの
ＡＲＱ下位ブロック中一番目でエラーが発生したＡＲＱ下位ブロック情報を含む第１のＡ
ＲＱフィードバック情報を生成するステップと、前記第１のＡＲＱフィードバック情報に
エラー発生可否を現わすことができなかった少なくとも一つのＡＲＱ下位ブロックに対す
るエラー発生可否を現わす第２のＡＲＱフィードバック情報を生成するステップと、前記
第１のＡＲＱフィードバック情報と前記第２のＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフ
ィードバック・メッセージを生成して送信端に伝送するステップを含むことを特徴とする
。
【００１７】
　本発明の第３実施形態によれば、無線通信システムの受信端で自動再伝送要請フィード
バック・メッセージ生成装置は、ＡＲＱブロックを受信される受信機と、前記受信機を通
じて送信端から受信されたＡＲＱブロックのエラー発生可否を判断して、ＡＲＱフィード
バック遂行時点を考慮して送信端でＡＲＱフィードバックを行うように制御するＡＲＱ制
御部と、ＡＲＱフィードバックを行う場合、ＡＲＱフィードバックを行っていない少なく
とも一つのＡＲＱブロックの中で一番目にエラーが発生したＡＲＱブロック情報を含む第
１のＡＲＱフィードバック情報と前記第１のＡＲＱフィードバック情報にエラー発生可否
を現わすことができなかった少なくとも一つのＡＲＱブロックに対するエラー発生可否を
現わす第２のＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフィードバック・メッセージを生成
するＡＲＱ制御メッセージ生成部と、前記ＡＲＱフィードバック・メッセージを送信端に
伝送する送信機を含んで構成されることを特徴とする。
【００１８】
　本発明の第４実施形態によれば、無線通信システムの受信端で自動再伝送要請フィード
バック・メッセージ生成装置は、ＡＲＱブロック及びＡＲＱ下位ブロックを受信される受
信機と、前記受信機を通じて送信端から受信されたＡＲＱブロック及びＡＲＱ下位ブロッ
クのエラー発生可否を判断して、ＡＲＱフィードバック遂行時点を考慮して送信端でＡＲ
Ｑフィードバックを行うように制御するＡＲＱ制御部と、ＡＲＱ下位ブロックに対するフ
ィードバックを行う場合、ＡＲＱフィードバックを行っていない少なくとも一つのＡＲＱ
下位ブロック中一番目でエラーが発生したＡＲＱ下位ブロック情報を含む第１のＡＲＱフ
ィードバック情報課前記第１のＡＲＱフィードバック情報にエラー発生可否を現わすこと
ができなかった少なくとも一つのＡＲＱ下位ブロックに対するエラー発生可否を現わす第
２のＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフィードバック・メッセージを生成するＡＲ
Ｑ制御メッセージ生成部と、前記ＡＲＱフィードバック・メッセージを送信端に伝送する
送信機を含んで構成されることを特徴とする。
【００１９】
　本発明の実施形態による本発明の前述の見地、他の見地、特徴、利益は、下記の図面と
ともに説明される詳細な説明から明らかに認識されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１Ａ】本発明の実施形態による無線通信システムにおけるＡＲＱブロックの構成を示
す図である。
【図１Ｂ】本発明の実施形態による無線通信システムにおけるＡＲＱブロックの構成を示
す図である。
【図１Ｃ】本発明の実施形態による無線通信システムにおけるＡＲＱブロックの構成を示
す図である。
【図２】本発明の実施形態による無線通信システムにおけるＡＲＱフィードバック・メッ
セージの構成を示す図である。
【図３】本発明の実施形態による無線通信システムで再伝送されたＡＲＱブロックに対す
るＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフィードバック・メッセージの構成を示す図で
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ある。
【図４】本発明の実施形態による無線通信システムの受信端でＡＲＱフィードバック・メ
ッセージを生成するための手続きを示すフローチャートである。
【図５】本発明の実施形態による無線通信システムの送信端でＡＲＱブロックを伝送する
ための手続きを示すフローチャートである。
【図６】本発明によって無線通信システムにおける送信端の構成を示すブロック図である
。
【図７】本発明によって無線通信システムにおける受信端の構成を示すブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　前記図面において、参照番号は同一または類似する要素、特徴、及び構造を説明するた
めに使用される。
【００２２】
　以下、参照図面についての説明は、特許請求の範囲及びそれの均等によって定義される
本発明の実施形態の包括的な理解を助けるために提供される。以下の説明は、理解を助け
るために多様な具体的な詳細事項を含むが、単に例示として取り扱われる。したがって、
本発明の思想や範囲を逸脱しない限り、実施形態の多様な変形及び修正が可能であるとい
うことは言うまでもない。また、周知の機能及び構造の説明は明確性のために省略される
であろう。
【００２３】
　“ａ”、“ａｎ”及び“ｔｈｅ”のような単数形は、文脈で明確に記述しない限り、複
数の指示対象を含む。例えば、“ａ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｓｕｒｆａｃｅ”は少なくと
も一つの意味を含む。
【００２４】
　以下、本発明は、無線通信システムの受信端で累積ＡＣＫ（Ｃｕｍｕｌａｔｉｖｅ　Ａ
ＣＫ）方式と選択ＡＣＫ（Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ）方式を利用してＡＲＱフィード
バック・メッセージを生成するための技術について説明する。
【００２５】
　以下の説明において送信端と受信端は、基地局制御装置、基地局、端末、中継局などの
無線通信システムを構成するあらゆる送受信ノードを含む。
【００２６】
　ＡＲＱ動作は、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層で起こる。し
たがって、送信端は、ＡＲＱのために、図１に示すように、ＭＡＣ層でＡＲＱブロックま
たは再伝送のためのＡＲＱブロックを生成する。
【００２７】
　図１Ａないし図１Ｃは、本発明の実施形態による無線通信システムにおけるＡＲＱブロ
ックの構成を示す図である。
【００２８】
　図１に示すように、図１Ａは、データ伝送のためのＡＲＱブロックの構成を示し、図１
Ｂは、再伝送のためのＡＲＱ下位ブロックの構成を示し、図１Ｃは、再伝送のためのＡＲ
Ｑブロックの構成を示す。
【００２９】
　図１Ａに示すように、送信端は、上層からＭＡＣ層に伝送したサービス・データ・ユニ
ット（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＳＤＵ）を分割するか、または複数のＳＤ
Ｕを結合して、ＭＡＣ層の伝送単位であるＭＰＤＵを構成する。
【００３０】
　ＭＰＤＵにＡＲＱを適用する場合、前記送信端はＭＰＤＵ単位でＡＲＱブロック・シー
ケンス番号（ＡＲＱＳＮ）を割り当てる。すなわち、送信端は、一つのＭＰＤＵを一つの
ＡＲＱブロックとして設定する。例えば、上層から二つのＳＤＵをＭＡＣ層に伝送する場
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合、送信端は二つのＳＤＵを利用して３個のＭＰＤＵを構成する。このとき、前記送信端
は、それぞれのＭＰＤＵに第１ないし第３のＡＲＱブロック・シーケンス番号を割り当て
る。ここで、前記送信端は、ＭＡＣヘッダーのような形式でＡＲＱブロック・シーケンス
番号のような制御情報をＭＰＤＵに追加する。
【００３１】
　もし、送信端が伝送したＡＲＱブロックのうち、第２のＡＲＱブロックにエラーが発生
した場合、受信端はＡＲＱフィードバックを通じて前記送信端に第２のＡＲＱブロックに
対する再伝送を要請する。
【００３２】
　前記送信端は、図１Ｂに示すように、エラーが発生したＡＲＱブロックを複数のＡＲＱ
下位ブロックに分割して再伝送することができる。例えば、送信端は、エラーが発生した
第２のＡＲＱブロックを７個のＡＲＱ下位ブロックに分割する。その後、前記送信端は３
個のＡＲＱ下位ブロックを含むＭＰＤＵと４個のＡＲＱ下位ブロックを含むＭＰＤＵを構
成して受信端に伝送する。このとき、前記送信端は、それぞれのＡＲＱ下位ブロックにＡ
ＲＱ下位ブロック・シーケンス番号（ＡＲＱ　ＳＵＢ　ＳＮ）を割り当てる。
【００３３】
　ＡＲＱ下位ブロックを受信する場合、受信端はＡＲＱ下位ブロックのＡＲＱ下位ブロッ
ク・シーケンス番号を利用して再伝送されたＡＲＱ下位ブロックに対するＡＲＱフィード
バック情報を生成する。
【００３４】
　前記送信端は、図１Ｃに示すように、エラーが発生したＡＲＱブロックに対する原本Ａ
ＲＱブロックを受信端に再伝送することも可能である。例えば、送信端は、エラーが発生
した第２のＡＲＱブロックに対する原本ＡＲＱブロックを受信端に再伝送する。このとき
、前記送信端は、ＡＲＱブロック・シーケンス番号を含む第２のＡＲＱブロックに対する
ＭＰＤＵを受信端に再伝送する。
【００３５】
　ＡＲＱブロックが再伝送される場合、受信端は、ＡＲＱブロックのＡＲＱブロック・シ
ーケンス番号を利用して再伝送されたＡＲＱブロックに対するＡＲＱフィードバック情報
を生成する。
【００３６】
　前述のように、送信端は、ＡＲＱブロックまたはＡＲＱ下位ブロックを受信端に伝送す
る。このとき、受信端は、図２に示すように、累積ＡＣＫ方式と選択ＡＣＫ方式を利用し
て生成したＡＲＱフィードバック・メッセージを送信端に伝送する。以下の説明において
、累積ＡＣＫ方式を利用して生成したＡＲＱフィードバック情報を累積ＡＣＫ方式のＡＲ
Ｑフィードバック情報と称し、選択ＡＣＫ方式を利用して生成したＡＲＱフィードバック
情報を選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報と称する。
【００３７】
　図２は、本発明の実施形態による無線通信システムにおけるＡＲＱフィードバック・メ
ッセージの構成を示す図である。
【００３８】
　図２に示すように、受信端２１０は、累積ＡＣＫ方式と選択ＡＣＫ方式を利用して送信
端２００から提供されたＡＲＱブロックのエラー発生如何を示すＡＲＱフィードバック・
メッセージを生成する。
【００３９】
　前記受信端２１０は、連続的に受信成功したＡＲＱブロックのエラー発生如何を示す累
積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報２２０を生成する。このとき、前記送信端２０
０から提供されたあらゆるＡＲＱブロックにエラーが発生していない場合、前記受信端２
１０は、最後に受信成功したＡＲＱブロックのシーケンス番号を含む累積ＡＣＫ方式のＡ
ＲＱフィードバック情報２２０を生成する。しかし、前記送信端２００から提供されたＡ
ＲＱブロックにエラーが発生した場合、前記受信端２１０は最初にエラーが発生したＡＲ
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生成する。
【００４０】
　前記受信端２１０は、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報２２０に受信成功情
報を含んでいないＡＲＱブロックのエラー発生如何を示す選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィー
ドバック情報２３０を生成する。例えば、前記送信端２００から提供されたＡＲＱブロッ
クのうち、第４、第５、第７及び第９のＡＲＱブロックにエラーが発生した場合、前記受
信端２１０は最初にエラーが発生した第４のＡＲＱブロックのシーケンス番号を含むよう
に累積ＡＲＱ方式のＡＲＱフィードバック情報２２０を生成する。このとき、前記累積Ａ
ＲＱ方式のＡＲＱフィードバック情報２２０は、第３のＡＲＱブロックのシーケンス番号
を有するＡＲＱブロックまで受信成功したことを示す。
【００４１】
　さらに、前記受信端２１０は、第４のＡＲＱブロックから第１０のＡＲＱブロックまで
、ＡＲＱブロックのエラー発生如何を示す選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報２
３０を生成する。前記ＡＲＱフィードバック情報２３０の開始情報は、前記累積ＡＣＫ方
式のＡＲＱフィードバック情報２２０が含む第４のＡＲＱブロックのエラー発生を示すた
めに、第４または第５のＡＲＱブロックを含む。このとき、前記受信端２１０は、３つの
方式で選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報２３０を生成することができる。
【００４２】
　まず、前記受信端２１０は、図２の（Ａ）に示すような、選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィ
ードバック情報２３０を生成する。すなわち、前記受信端２１０は、受信成功したＡＲＱ
ブロックのうち、シーケンス番号が最も大きいＡＲＱブロック情報とＡＲＱブロックのエ
ラー発生如何を示すビットマップを利用して選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報
２３０を生成する。このとき、前記ビットマップは、エラーが発生した第１のＡＲＱブロ
ックと前記シーケンス番号が最も大きいＡＲＱブロックとの間に位置するＡＲＱブロック
のエラー発生如何を含む。例えば、前記送信端２００から提供された１０個のＡＲＱブロ
ックのうち、第４、第５、第７及び第９のＡＲＱブロックにエラーが発生したと仮定する
。この場合、前記受信端２１０は、受信成功したＡＲＱブロックのうち、シーケンス番号
が最も大きい第１０のＡＲＱブロック情報と、第４ないし第９のＡＲＱブロックのエラー
発生如何を示すビットマップを利用して選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報（ａ
）を生成する。他の例として、前記受信端２１０は、受信成功したＡＲＱブロックのうち
、シーケンス番号が最も大きい第１０のＡＲＱブロック情報と、第５ないし第９のＡＲＱ
ブロックのエラー発生如何を示すビットマップを利用して選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィー
ドバック情報を生成することも可能である。
【００４３】
　このとき、前記受信端２１０は、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報と第１の
選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報を利用して下記表１に示すようなＡＲＱフィ
ードバック・メッセージを生成することができる。ここで、前記受信端２１０は、情報要
素（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍｅｎｔ：ＩＥ）の形でＡＲＱフィードバック・メ
ッセージを生成する。
【００４４】
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【表１】

【００４５】
　ここで、前記ＡＲＱフィードバック・メッセージは、前記ＡＲＱフィードバック・メッ
セージを利用したＡＲＱフィードバックがＡＲＱブロックに対するフィードバックである
か、ＡＲＱ下位ブロックに対するフィードバックであるかを示すＡＲＱフィードバック・
タイプ・フィールド、他のＡＲＱフィードバック・メッセージの存否を示すＬＡＳＴフィ
ールド、受信端２１０の連結識別子を示すＣＩＤフィールド、ＡＲＱフィードバック・メ
ッセージのタイプを示すＡＣＫ　Ｔｙｐｅフィールド、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィード
バック情報に含まれたＡＲＱブロックのシーケンス番号を示すＡＲＱ　ＳＮフィールド、
受信成功したＡＲＱブロックのうち、シーケンス番号が最も大きいＡＲＱブロックを示す
ＬＡＳＴ　ＳＵＣＣＥＳＳ　ＡＲＱ　ＳＮフィールド、及び累積ＡＣＫ方式を利用してエ
ラーの発生如何を示していないＡＲＱブロックのエラー発生如何を示すＳｅｌｅｃｔｉｖ
ｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドを備えて生成される。すなわち、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ
　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドは、前記ＡＲＱ　ＳＮフィールド及び前記ＬＡＳＴ　ＳＵＣ
ＣＥＳＳ　ＡＲＱ　ＳＮフィールドに含まれたＡＲＱブロックの間に位置するＡＲＱブロ
ックのエラー発生如何を示す。このとき、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫＭＡＰフィー
ルドの第１のビットは、前記ＡＲＱ　ＳＮフィールドに含まれるシーケンス番号に該当す
るＡＲＱブロックの受信成否を示す。他の例として、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　
ＭＡＰフィールドの第１のビットは、前記ＡＲＱ　ＳＮフィールドに含まれるシーケンス
番号より一つ大きいシーケンス番号に該当するＡＲＱブロックの受信成否を示すこともで
きる。
【００４６】
　前述のように、受信端は、累積ＡＣＫ方式を使用するときのＡＲＱ　ＳＮフィールド値
と、累積ＡＣＫ方式と選択ＡＣＫ方式を共に使用するときのＡＲＱ　ＳＮフィールド値を
異なって設定することができる。これにより、送信端が前記表１に示すように生成された
ＡＲＱフィードバック・メッセージを受信する場合、前記送信端は、ＡＣＫ　Ｔｙｐｅフ
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ィールドが０であれば、ＡＲＱ　ＳＮフィールドに含まれたシーケンス番号より小さいか
、または同一のシーケンス番号を有するＡＲＱブロックを受信端で受信成功したと認識す
る。
【００４７】
　一方、ＡＣＫ　Ｔｙｐｅフィールドが１である場合、前記送信端はＡＲＱ　ＳＮフィー
ルドに含まれたシーケンス番号より小さいシーケンス番号を有するＡＲＱブロックを受信
端で受信成功したと認識する。
【００４８】
　次いで、受信端２１０は、図２の（Ｂ）に示すような、選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィー
ドバック情報２３０を生成することができる。すなわち、前記受信端２１０は、固定され
たビット数を有するビットマップ及び追加ビットマップの存在情報を利用して選択ＡＣＫ
方式のＡＲＱフィードバック情報２３０を生成することができる。
【００４９】
　このとき、前記受信端２１０は、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報及び第２
の選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報を利用して、下記表２に示すようなＡＲＱ
フィードバック・メッセージを生成することができる。ここで、前記受信端２１０は、Ｉ
Ｅの形でＡＲＱフィードバック・メッセージを生成する。
【００５０】
【表２】

【００５１】
　ここで、前記ＡＲＱフィードバック・メッセージは、前記ＡＲＱフィードバック・メッ
セージを利用したＡＲＱフィードバックがＡＲＱブロックに対するフィードバックである
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か、ＡＲＱ下位ブロックに対するフィードバックであるかを示すＡＲＱフィードバック・
タイプ・フィールド、他のＡＲＱフィードバック・メッセージの存否を示すＬＡＳＴフィ
ールド、受信端２１０の連結識別子を示すＣＩＤフィールド、ＡＲＱフィードバック・メ
ッセージのタイプを示すか、Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドが最後のＡ
ＣＫＭＡＰであるかを示すＡＣＫ　ＭＡＰ　ｅｘｉｓｔｅｎｃｅフィールド、累積ＡＣＫ
方式のＡＲＱフィードバック情報に含まれたＡＲＱブロックのシーケンス番号を示すＡＲ
Ｑ　ＳＮフィールド、及び累積ＡＣＫ方式を利用してエラーの発生如何を示していないＡ
ＲＱブロックのエラー発生如何を示すＳｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドを
備えて生成される。すなわち、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドは、
前記ＡＲＱ　ＳＮフィールド以後に位置するＡＲＱブロックのエラー発生情報を示す。こ
のとき、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドの第１のビットは、前記Ａ
ＲＱ　ＳＮフィールドに含まれるシーケンス番号に該当するＡＲＱブロックの受信成否を
示す。他の例として、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドの第１のビッ
トは、前記ＡＲＱ　ＳＮフィールドに含まれるシーケンス番号より一つ大きいシーケンス
番号に該当するＡＲＱブロックの受信成否を示すこともできる。
【００５２】
　最後に、前記受信端２１０は、図２の（Ｃ）に示すような、選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフ
ィードバック情報２３０を生成することができる。すなわち、前記受信端２１０は、固定
されたビット数を有する選択ＡＣＫマップ及びＡＲＱフィードバック・メッセージに含ま
れる選択ＡＣＫマップの個数情報を利用して選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報
２０３を生成することができる。ここで、前記選択ＡＣＫマップは、ビットマップとして
生成されることができる。
【００５３】
　このとき、前記受信端２１０は、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報及び第３
の選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報を利用して、下記表３に示すようなＡＲＱ
フィードバック・メッセージを生成することができる。ここで、前記受信端２１０は、Ｉ
Ｅの形でＡＲＱフィードバック・メッセージを生成する。
【００５４】
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【表３】

【００５５】
　ここで、前記ＡＲＱフィードバック・メッセージは、前記ＡＲＱフィードバック・メッ
セージを利用したＡＲＱフィードバックがＡＲＱブロックに対するフィードバックである
か、ＡＲＱ下位ブロックに対するフィードバックであるかを示すＡＲＱフィードバック・
タイプ・フィールド、他のＡＲＱフィードバック・メッセージの存否を示すＬＡＳＴフィ
ールド、受信端２１０の連結識別子を示すＣＩＤフィールド、ＡＲＱフィードバック・メ
ッセージのタイプを示すＡＣＫ　Ｔｙｐｅフィールド、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィード
バック情報に含まれたＡＲＱブロックのシーケンス番号を示すＡＲＱ　ＳＮフィールド、
Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰの数を示すＮ＿ＡＣＫ　ＭＡＰフィールド、及び累
積ＡＣＫ方式を利用してエラーの発生如何を示していないＡＲＱブロックのエラー発生如
何を示すＳｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドを備えて生成される。すなわち
、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドは、前記ＡＲＱ　ＳＮフィールド
以後に位置するＡＲＱブロックのエラー発生情報を示す。このとき、前記Ｓｅｌｅｃｔｉ
ｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドの第１のビットは、前記ＡＲＱ　ＳＮフィールドに含ま
れるシーケンス番号に該当するＡＲＱブロックの受信成否を示す。他の例として、前記Ｓ
ｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドの第１のビットは、前記ＡＲＱ　ＳＮフィ
ールドに含まれるシーケンス番号より一つ大きいシーケンス番号に該当するＡＲＱブロッ
クの受信成否を示すこともできる。
【００５６】
　送信端は、受信端から提供されたＡＲＱフィードバック・メッセージを通じて前記受信
端に伝送したＡＲＱブロックの受信状態を確認することができる。これにより、受信端が
ＡＲＱブロックをエラーなしに受信した場合、送信端は新しいＡＲＱブロックの伝送のた
めに、前記受信端がエラーなしに受信したＡＲＱブロックを送信バッファーから削除する
。
【００５７】
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　一方、受信端に伝送したＡＲＱブロックにエラーが発生した場合、送信端は、エラーが
発生したＡＲＱブロックに対する原本ＡＲＱブロックを前記受信端に再伝送する。また、
送信端の無線資源運営方針によって、エラーが発生したＡＲＱブロックに対する原本ＡＲ
Ｑブロックを少なくとも二つのＡＲＱ下位ブロックに分割して再伝送することもできる。
例えば、図２に示すように、第４、第５、第７及び第９のＡＲＱブロックにエラーが発生
した場合、送信端は、図３に示すようにＡＲＱブロックを再伝送することができる。
【００５８】
　図３は、本発明の実施形態による無線通信システムで再伝送されたＡＲＱブロックに対
するＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフィードバック・メッセージの構成を示す図
である。
【００５９】
　図３に示すように、第４、第５、第７、及び第９のＡＲＱブロックにエラーが発生した
場合、送信端３００は、エラーが発生したＡＲＱブロックを受信端３１０に再伝送する。
このとき、送信端３００は、第５のＡＲＱブロック及び第９のＡＲＱブロックを、原本Ａ
ＲＱブロックと同様に受信端３１０に再伝送する。一方、前記送信端３００は、第４のＡ
ＲＱブロックを４個のＡＲＱ下位ブロックに分割し、第７のＡＲＱブロックを３個のＡＲ
Ｑ下位ブロックに分割して前記受信端３１０に再伝送する。ここで、前記送信端３００は
、それぞれのＡＲＱ下位ブロックにＡＲＱ下位ブロック・シーケンス番号を割り当てる。
すなわち、前記送信端３００は、第４のＡＲＱブロックを分割したＡＲＱ下位ブロックに
対して４－１ないし４－４のＡＲＱ下位ブロック・シーケンス番号を割り当て、第７のＡ
ＲＱブロックを分割したＡＲＱ下位ブロックに対して７－１ないし７－３のＡＲＱ下位ブ
ロック・シーケンス番号を割り当てる。
【００６０】
　前述のように、送信端３００でＡＲＱブロックを再伝送する場合、前記送信端３００は
、再伝送するＡＲＱブロックと共に新しいＡＲＱブロックを伝送することも可能である。
【００６１】
　前記受信端３１０が、前記送信端３００が再伝送したＡＲＱブロックを受信する場合、
前記受信端３１０は、累積ＡＣＫ方式及び選択ＡＣＫ方式を利用して前記送信端３００か
ら再伝送されたＡＲＱブロックのエラー発生如何を含むＡＲＱフィードバック・メッセー
ジを生成する。
【００６２】
　このとき、前記受信端３１０は、前記表１、表２、及び表３にＡＲＱ下位ブロックを有
するＡＲＱブロックの個数情報を示すＮ＿ＡＲＱ　Ｂｌｏｃｋフィールドを追加してＡＲ
Ｑフィードバック・メッセージを生成することができる。例えば、前記表１にＮ＿ＡＲＱ
　Ｂｌｏｃｋフィールドを追加する場合、前記受信端３１０は、下記表４に示すように、
ＡＲＱフィードバック・メッセージを生成することができる。ここで、前記受信端３１０
は、ＩＥの形でＡＲＱフィードバック・メッセージを生成する。
【００６３】
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【表４】

【００６４】
　ここで、前記ＡＲＱフィードバック・メッセージは、前記ＡＲＱフィードバック・メッ
セージを利用したＡＲＱフィードバックがＡＲＱブロックに対するフィードバックである
か、ＡＲＱ下位ブロックに対するフィードバックであるかを示すＡＲＱフィードバック・
タイプ・フィールド、他のＡＲＱフィードバック・メッセージの存否を示すＬＡＳＴフィ
ールド、受信端２１０の連結識別子を示すＣＩＤフィールド、エラーが発生したＡＲＱ下
位ブロックを有するＡＲＱブロックのシーケンス番号を示すＡＲＱ　ＳＮフィールド、エ
ラーが発生したＡＲＱ下位ブロックを有するＡＲＱブロックの数を示すＮ＿ＡＲＱ　Ｂｌ
ｏｃｋフィールド、ＡＲＱフィードバック・メッセージのタイプを示すＡＣＫ　Ｔｙｐｅ
フィールド、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報に含まれるＡＲＱ下位ブロック
のシーケンス番号を示すＡＲＱ　ＳＵＢ＿ＳＮフィールド、受信成功したＡＲＱ下位ブロ
ックのうち、シーケンス番号が最も大きいＡＲＱ下位ブロックを示すＬＡＳＴ　ＳＵＣＣ
ＥＳＳ　ＡＲＱ　ＳＵＢ＿ＳＮフィールド、及び累積ＡＣＫ方式を利用してエラーの発生
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如何を示していないＡＲＱ下位ブロックのエラー発生如何を示すＳｅｌｅｃｔｉｖｅ　Ａ
ＣＫ　ＭＡＰフィールドを備えて生成される。すなわち、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣ
Ｋ　ＭＡＰフィールドは、前記ＡＲＱ　ＳＵＢ＿ＳＮフィールド及び前記ＬＡＳＴ　ＳＵ
ＣＣＥＳＳ　ＡＲＱ　ＳＵＢ＿ＳＮフィールドに含まれるＡＲＱ下位ブロックの間に位置
するＡＲＱ下位ブロックのエラー発生情報を示す。このとき、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　
ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドの第１のビットは、前記ＡＲＱ　ＳＵＢ＿ＳＮフィールドに含
まれるシーケンス番号に該当するＡＲＱ下位ブロックの受信成否を示す。他の例として、
前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドの第１のビットは、前記ＡＲＱ　Ｓ
ＵＢ＿ＳＮフィールドに含まれるシーケンス番号より一つ大きいシーケンス番号に該当す
るＡＲＱ下位ブロックの受信成否を示すこともできる。
【００６５】
　前記表２にＮ＿ＡＲＱ　Ｂｌｏｃｋフィールドを追加する場合、前記受信端３１０は、
下記表５に示すように、ＡＲＱフィードバック・メッセージを生成することができる。こ
こで、前記受信端３１０は、ＩＥの形でＡＲＱフィードバック・メッセージを生成する。
【００６６】
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【表５】

【００６７】
　ここで、前記ＡＲＱフィードバック・メッセージは、前記ＡＲＱフィードバック・メッ
セージを利用したＡＲＱフィードバックがＡＲＱブロックに対するフィードバックである
か、ＡＲＱ下位ブロックに対するフィードバックであるかを示すＡＲＱフィードバック・
タイプ・フィールド、他のＡＲＱフィードバック・メッセージの存否を示すＬＡＳＴフィ
ールド、受信端２１０の連結識別子を示すＣＩＤフィールド、エラーが発生したＡＲＱ下
位ブロックを有するＡＲＱブロックの数を示すＮ＿ＡＲＱ　Ｂｌｏｃｋフィールド、エラ
ーが発生したＡＲＱ下位ブロックを有するＡＲＱブロックのシーケンス番号を示すＡＲＱ
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　ＳＮフィールド、ＡＲＱフィードバック・メッセージのタイプを示すか、Ｓｅｌｅｃｔ
ｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドが最後のＡＣＫＭＡＰであるかを示すＡＣＫ　ＭＡＰ
　ｅｘｉｓｔｅｎｃｅフィールド、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報に含まれ
るＡＲＱ下位ブロックのシーケンス番号を示すＡＲＱ　ＳＵＢ＿ＳＮフィールド、及び累
積ＡＣＫ方式を利用してエラーの発生如何を示していないＡＲＱ下位ブロックのエラー発
生如何を示すＳｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドを備えて生成される。すな
わち、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドは、前記ＡＲＱ　ＳＵＢ＿Ｓ
Ｎフィールド以後に位置するＡＲＱ下位ブロックのエラー発生情報を示す。このとき、前
記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドの第１のビットは、前記ＡＲＱ　ＳＵ
Ｂ＿ＳＮフィールドに含まれるシーケンス番号に該当するＡＲＱ下位ブロックの受信成否
を示す。他の例として、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドの第１のビ
ットは、前記ＡＲＱ　ＳＵＢ＿ＳＮフィールドに含まれるシーケンス番号より一つ大きい
シーケンス番号に該当するＡＲＱ下位ブロックの受信成否を示すこともできる。
【００６８】
　前記表３にＮ＿ＡＲＱ　Ｂｌｏｃｋフィールドを追加する場合、前記受信端３１０は、
下記表６に示すように、ＡＲＱフィードバック・メッセージを生成することができる。こ
こで、前記受信端３１０は、ＩＥの形でＡＲＱフィードバック・メッセージを生成する。
【００６９】
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【表６】

【００７０】
　ここで、前記ＡＲＱフィードバック・メッセージは、前記ＡＲＱフィードバック・メッ
セージを利用したＡＲＱフィードバックがＡＲＱブロックに対するフィードバックである
か、ＡＲＱ下位ブロックに対するフィードバックであるかを示すＡＲＱフィードバック・
タイプ・フィールド、他のＡＲＱフィードバック・メッセージの存否を示すＬＡＳＴフィ
ールド、受信端２１０の連結識別子を示すＣＩＤフィールド、エラーが発生したＡＲＱ下
位ブロックを有するＡＲＱブロックのシーケンス番号を示すＡＲＱ　ＳＮフィールド、エ
ラーが発生したＡＲＱ下位ブロックを有するＡＲＱブロックの数を示すＮ＿ＡＲＱ　Ｂｌ
ｏｃｋフィールド、ＡＲＱフィードバック・メッセージのタイプを示すＡＣＫ　Ｔｙｐｅ
フィールド、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報に含まれるＡＲＱ下位ブロック
のシーケンス番号を示すＡＲＱ　ＳＵＢ＿ＳＮフィールド、Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ
　ＭＡＰの数を示すＮ＿ＡＣＫ　ＭＡＰフィールド、及び累積ＡＣＫ方式を利用してエラ
ーの発生如何を示していないＡＲＱ下位ブロックのエラー発生如何を示すＳｅｌｅｃｔｉ
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ｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドを備えて生成される。すなわち、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖ
ｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰは、前記ＡＲＱ　ＳＵＢ＿ＳＮフィールド以後に位置するＡＲＱ下位
ブロックのエラー発生情報を示す。このとき、前記Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰ
フィールドの第１のビットは、前記ＡＲＱ　ＳＵＢ＿ＳＮフィールドに含まれるシーケン
ス番号に該当するＡＲＱ下位ブロックの受信成否を示す。他の例として、前記Ｓｅｌｅｃ
ｔｉｖｅ　ＡＣＫ　ＭＡＰフィールドの第１のビットは、前記ＡＲＱ　ＳＵＢ＿ＳＮフィ
ールドに含まれるシーケンス番号より一つ大きいシーケンス番号に該当するＡＲＱ下位ブ
ロックの受信成否を示すこともできる。
【００７１】
　以下では、受信端でＡＲＱフィードバック・メッセージを生成するための方法について
説明する。
【００７２】
　図４は、本発明の実施形態による無線通信システムの受信端でＡＲＱフィードバック・
メッセージを生成するための手続きを示すフローチャートである。
【００７３】
　図４に示すように、まず、受信端は、ステップ４０１で送信端からＡＲＱブロックが受
信されるかを確認する。
【００７４】
　もし、ＡＲＱブロックを受信した場合、前記受信端はステップ４０３に進み、前記受信
したＡＲＱブロックのエラー発生如何を確認する。
【００７５】
　その後、前記受信端はステップ４０５に進み、ＡＲＱフィードバックを行うか否かを判
断する。
【００７６】
　もし、ＡＲＱフィードバックを行わない場合、前記受信端は前記ステップ４０１に戻り
、送信端からＡＲＱブロックが受信されるかを確認する。
【００７７】
　一方、ＡＲＱフィードバックを行う場合、前記受信端はステップ４０７に進み、ＡＲＱ
フィードバックを行うためのＡＲＱブロックのうち、エラーが発生したＡＲＱブロックが
存在するかを確認する。
【００７８】
　もし、エラーが発生したＡＲＱブロックが存在しない場合、前記受信端はステップ４１
３に進み、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報を生成する。例えば、ＡＲＱフィ
ードバックを行うための第１のＡＲＱブロックないし第１０のＡＲＱブロックにエラーが
発生していない場合、受信端は第１０のＡＲＱブロックのシーケンス番号を含む累積ＡＣ
Ｋ方式のＡＲＱフィードバック情報を生成する。
【００７９】
　前記ＡＲＱフィードバック情報を生成した後、前記受信端はステップ４１１に進み、累
積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報を含むＡＲＱフィードバック・メッセージを生
成して送信端に伝送する。例えば、前記受信端は、前記表１、表２または表３に示すよう
に、ＡＲＱフィードバック・メッセージを生成する。この場合、送信端は、ＡＲＱフィー
ドバック・メッセージのタイプ情報を通じて前記ＡＲＱフィードバック・メッセージが累
積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報のみを含むと認識する。これにより、前記送信
端は、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報が含むＡＲＱブロックまで受信端でエ
ラーなしに受信成功したと認識する。
【００８０】
　一方、前記ステップ４０７で、エラーが発生したＡＲＱブロックが存在する場合、前記
受信端はステップ４０９に進み、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報及び選択Ａ
ＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報を生成する。このとき、前記受信端は、最初にエラ
ーが発生したＡＲＱブロックのシーケンス番号を含むように累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィ
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ードバック情報を生成する。また、前記受信端は、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバッ
ク情報を利用してエラーの発生如何を示していないＡＲＱブロックのエラー発生如何を示
すように選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報を生成する。
【００８１】
　前記ＡＲＱフィードバック情報を生成した後、前記受信端は前記ステップ４１１に進み
、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報及び選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバッ
ク情報を含むＡＲＱフィードバック・メッセージを生成して送信端に伝送する。例えば、
前記受信端は、前記表１、表２または表３に示すように、ＡＲＱフィードバック・メッセ
ージを生成する。他の例として、ＡＲＱ下位ブロックに対するＡＲＱフィードバック・メ
ッセージを生成する場合、前記受信端は、前記表４、表５または表６に示すように、ＡＲ
Ｑフィードバック・メッセージを生成する。
【００８２】
　この場合、送信端は、ＡＲＱフィードバック・メッセージのタイプ情報を通じて前記Ａ
ＲＱフィードバック・メッセージが累積ＡＣＫ方式及び選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィード
バック情報を含むと認識する。これにより、前記送信端は、受信端が累積ＡＣＫ方式のＡ
ＲＱフィードバック情報が含むＡＲＱブロック以前のＡＲＱブロックまで受信成功したと
認識する。また、前記送信端は、選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報を通じて前
記受信端が追加的に受信成功したＡＲＱブロックを確認することができる。
【００８３】
　その後、前記受信端は前記ＡＲＱフィードバック・メッセージを送信端に伝送する。
【００８４】
　以下では、送信端でＡＲＱブロックを伝送または再伝送するための方法について説明す
る。
【００８５】
　図５は、本発明の実施形態による無線通信システムの送信端でＡＲＱブロックを伝送す
るための手続きを示すフローチャートである。
【００８６】
　図５に示すように、まず、送信端はステップ５０１で、ＡＲＱ方式の通信サービスを提
供するためにＡＲＱブロックを生成する。例えば、前記送信端は、上層から提供されたＳ
ＤＵに対するスケジューリングによってＡＲＱブロックを生成する。その後、前記送信端
は、少なくとも一つのＡＲＱブロックでＭＰＤＵを生成することができる。他の例として
、送信端は、上層から提供された一つのＳＤＵを分割するか、または複数のＳＤＵを結合
してＡＲＱブロックを生成する。その後、前記送信端は、一つのＡＲＱブロックで一つの
ＭＰＤＵを生成する。
【００８７】
　前記ＡＲＱブロックを生成した後、前記送信端はステップ５０３に進み、ＡＲＱブロッ
クを受信端に伝送する。
【００８８】
　その後、前記送信端はステップ５０５に進み、前記ＡＲＱブロックを伝送した受信端か
らＡＲＱフィードバック・メッセージが受信されるかを確認する。
【００８９】
　ＡＲＱフィードバック・メッセージが受信される場合、前記送信端はステップ５０７に
進み、ＡＲＱフィードバック・メッセージに含まれたＡＲＱフィードバック情報を通じて
受信端に伝送したＡＲＱブロックに対するエラーの発生如何を確認する。例えば、ＡＲＱ
フィードバック・メッセージに累積ＡＣＫ方式及び選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバッ
ク情報が含まれる場合、前記送信端は、受信端が累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック
情報が含むＡＲＱブロック以前のＡＲＱブロックまで受信成功したと認識する。また、前
記送信端は、選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報を通じて前記受信端が追加的に
受信成功したＡＲＱブロックを確認することができる。
【００９０】
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　他の例として、ＡＲＱフィードバック・メッセージに累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィード
バック情報のみが含まれた場合、前記送信端は、受信端が累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィー
ドバック情報が含むＡＲＱブロックまで受信成功したと認識する。
【００９１】
　前記受信端に伝送したＡＲＱブロックに対するエラーの発生如何を確認した後、前記送
信端はステップ５０９に進み、受信端に再伝送するＡＲＱブロックが存在するかを確認す
る。
【００９２】
　もし、受信端に再伝送するＡＲＱブロックが存在しない場合、前記送信端は本アルゴリ
ズムを終了する。このとき、前記送信端は新しいＡＲＱブロックを伝送する。
【００９３】
　一方、受信端に再伝送するＡＲＱブロックが存在する場合、前記送信端はステップ５１
１に進み、再伝送するＡＲＱブロックをＡＲＱ下位ブロックに分割することを決定する。
このとき、前記送信端は、スケジューラの無線資源運営方針によって再伝送するＡＲＱブ
ロックをＡＲＱ下位ブロックに分割するかを決定する。例えば、初期送信より無線チャン
ネルに強くＡＲＱブロックを伝送せねばならないか、または送信電力を高めるために、再
伝送のための無線資源のサイズが小さくなる場合、前記送信端は、再伝送するＡＲＱブロ
ックをＡＲＱ下位ブロックに分割することを決定する。
【００９４】
　前記ステップ５１１で再伝送するＡＲＱブロックをＡＲＱ下位ブロックに分割すること
を決定した場合、前記送信端はステップ５１３に進み、再伝送するＡＲＱブロックを複数
のＡＲＱ下位ブロックに分割する。ここで、前記送信端は、ＡＲＱ下位ブロックのサイズ
を固定的または可変的に分割することができる。また、前記送信端は、それぞれのＡＲＱ
下位ブロックにＡＲＱ下位ブロック・シーケンス番号を割り当てる。例えば、第４のＡＲ
Ｑブロックを４個のＡＲＱ下位ブロックに分割した場合、前記送信端は、ＡＲＱ下位ブロ
ックに対して４－１ないし４－４のＡＲＱ下位ブロック・シーケンス番号を割り当てる。
【００９５】
　再伝送するＡＲＱブロックをＡＲＱ下位ブロックに分割した後、前記送信端はステップ
５１５に進み、前記分割したＡＲＱ下位ブロックで一つ以上のＭＰＤＵを生成して受信端
に再伝送する。
【００９６】
　前記ステップ５１１で再伝送するＡＲＱブロックをＡＲＱ下位ブロックに分割しないこ
とを決定した場合、前記送信端はステップ５１７に進み、受信端でエラーが発生したＡＲ
Ｑブロックに対する原本ＡＲＱブロックを受信端に再伝送する。
【００９７】
　その後、前記送信端は本アルゴリズムを終了する。
【００９８】
　前述のように、送信端は、ＡＲＱブロックを固定長または可変長を有する少なくとも二
つのＡＲＱ下位ブロックに分割して受信端に再伝送することができる。このとき、前記Ａ
ＲＱ下位ブロックのサイズは、基地局と端末との初期接続（Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｅｎｔｒｙ
）時または連結者初期決定（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｓｅｔｕｐ）時に決定されるか、ま
たは基地局と端末が最初に約束されたシステム・パラメーターに設定されることも可能で
ある。
【００９９】
　以下では、ＡＲＱブロックまたはＡＲＱ下位ブロックを伝送するための送信端の構成に
ついて説明する。
【０１００】
　図６は、本発明によって無線通信システムにおける送信端の構成を示すブロック図であ
る。
【０１０１】
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　図６に示すように、送信端は、データ保存部６０１、データ生成部６０３、ＡＲＱ制御
部６０５、送信器６０７、デュプレクサ６０９、受信器６１１及びＡＲＱ下位ブロック構
成部６１３を備える。
【０１０２】
　前記データ保存部６０１は、上位応用プログラムで生成されたデータを保存する。例え
ば、前記データ保存部６０１はデータ・キューの形で構成される。
【０１０３】
　前記データ生成部６０３は、スケジューリング情報によって前記データ保存部６０１に
保存されたデータを分割または統合して伝送するためのサイズに変形させる。
【０１０４】
　前記ＡＲＱ制御部６０５は、前記データ生成部６０３から提供されたデータに対するＡ
ＲＱのためにＡＲＱブロックを生成し、それぞれのＡＲＱブロックにシーケンス番号を与
える。例えば、前記ＡＲＱ制御部６０５は、上層から提供されたＳＤＵを所定のデータサ
イズに分割してＡＲＱブロックを生成する。このとき、前記ＡＲＱ制御部６０５は、少な
くとも一つのＡＲＱブロックでＭＰＤＵを生成し、ＳＤＵを分割した順序によってＡＲＱ
ブロックにＡＲＱブロック・シーケンスを割り当てる。他の例として、前記ＡＲＱ制御部
６０５は、上層から提供された一つのＳＤＵを分割するか、または複数のＳＤＵを結合し
てＡＲＱブロックを生成する。このとき、前記ＡＲＱ制御部６０５は、一つのＡＲＱブロ
ックで一つのＭＰＤＵを生成し、順次にＡＲＱブロック・シーケンスを割り当てる。
【０１０５】
　また、前記ＡＲＱ制御部６０５は、受信端から提供されたＡＲＱフィードバック・メッ
セージのＡＲＱフィードバック情報を通じて、前記受信端に伝送したＡＲＱブロックに対
するエラーの発生如何を確認する。例えば、ＡＲＱフィードバック・メッセージに累積Ａ
ＣＫ方式及び選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報が含まれた場合、前記ＡＲＱ制
御部６０５は、受信端が累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報が含むＡＲＱブロッ
ク以前のＡＲＱブロックまで受信成功したと認識する。また、前記ＡＲＱ制御部６０５は
、選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報を通じて受信端で追加的に受信成功したＡ
ＲＱブロックを確認することができる。
【０１０６】
　他の例として、ＡＲＱフィードバック・メッセージに累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィード
バック情報のみが含まれた場合、前記ＡＲＱ制御部６０５は、受信端が累積ＡＣＫ方式の
ＡＲＱフィードバック情報が含むＡＲＱブロックまで受信成功したと認識する。
【０１０７】
　前記ＡＲＱ制御部６０５は、受信端に伝送または再伝送したＡＲＱブロックにエラーが
発生した場合、エラーが発生したＡＲＱブロックを再伝送するように制御する。例えば、
前記ＡＲＱ制御部６０５は、再伝送するＡＲＱブロックをＡＲＱ下位ブロックに分割する
か否かを決定する。もし、ＡＲＱブロックを分割することを決定した場合、前記ＡＲＱ制
御部６０５は、エラーが発生したＡＲＱブロックをＡＲＱ下位ブロックに分割するように
前記ＡＲＱ下位ブロック構成部６１３を制御する。一方、ＡＲＱブロックを分割しないこ
とを決定した場合、前記ＡＲＱ制御部６０５は、エラーが発生したＡＲＱブロックに対す
る原本ＡＲＱブロックを再伝送するように制御する。
【０１０８】
　前記ＡＲＱ下位ブロック構成部６１３は、前記ＡＲＱ制御部６０５の制御によってエラ
ーが発生して再伝送するＡＲＱブロックを少なくとも二つのＡＲＱ下位ブロックに分割す
る。このとき、前記ＡＲＱ下位ブロック構成部６１３は、ＡＲＱ下位ブロックのサイズを
固定的または可変的に分割することができる。
【０１０９】
　前記送信器６０７は、チャンネル符号ブロック、変調ブロック及びＲＦ（Ｒａｄｉｏ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）処理ブロックを備えて生成されて、前記ＡＲＱ制御部６０５から提
供されたＡＲＱブロックまたはＡＲＱ下位ブロックを高周波信号に変換して、前記デュプ
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レクサ６０９を通じて受信端に伝送する。例えば、前記チャンネル符号ブロックは、チャ
ンネル符号器、インターリーバ及び変調器などで構成される。前記変調ブロックは、直交
周波数分割多重方式の場合、ＩＦＦＴ（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔ
ｒａｎｓｆｏｒｍ）演算器で構成され、コード分割多重接続方式の場合、コード拡散変調
器で構成される。前記ＲＦ処理ブロックは、前記変調ブロックから提供された基底帯域信
号を高周波信号に変換して、アンテナを介して出力する。
【０１１０】
　前記デュプレクサ６０９は、デュープレキシング方式によって前記送信器６０７から提
供された送信信号を、アンテナを介して送信し、アンテナからの受信信号を受信器６１１
に提供する。
【０１１１】
　前記受信器６１１は、ＲＦ処理ブロック、復調ブロック、チャンネル復号ブロックなど
を備え、前記デュプレクサ６０９から提供された高周波信号を基底帯域信号に変換して復
調する。例えば、前記ＲＦ処理ブロックは、前記デュプレクサ６０９から提供された高周
波信号を基底帯域信号に変換して出力する。前記復調ブロックは、前記ＲＦ処理ブロック
から提供された信号からそれぞれの副搬送波に運ばれたデータを抽出するためのＦＦＴ演
算器などで構成される、前記チャンネル復号ブロックは、復調器、デインターリーバ、チ
ャンネル・デコーダーなどで構成される。
【０１１２】
　前述の構成において、前記ＡＲＱ制御部６０５は、前記ＡＲＱ下位ブロック構成部６１
３の機能を行うことができる。本発明でこれを別に構成したのは、それぞれの機能を区別
して説明するためである。したがって、実際に具現する場合、それらを全てＡＲＱ制御部
６０５で処理するように構成することができ、それらのうち一部のみを前記ＡＲＱ制御部
６０５で処理するように構成することができる。
【０１１３】
　以下では、ＡＲＱフィードバック・メッセージを生成するための受信端の構成について
説明する。
【０１１４】
　図７は、本発明によって無線通信システムにおける受信端の構成を示すブロック図であ
る。
【０１１５】
　図７に示すように、受信端は、デュプレクサ７０１、受信器７０３、ＡＲＱ制御部７０
５、データ復元部７０７、データ保存部７０９、ＡＲＱ制御メッセージ生成部７１１及び
送信器７１３を備える。
【０１１６】
　前記デュプレクサ７０１は、デュプレキシング方式によって前記送信器７１３から提供
された送信信号を、アンテナを介して送信し、アンテナからの受信信号を受信器７０３に
提供する。
【０１１７】
　前記受信器７０３は、ＲＦ処理ブロック、復調ブロック、チャンネル復号ブロックなど
を備え、前記デュプレクサ７０１から提供された高周波信号を基底帯域信号に変換して復
調する。例えば、前記ＲＦ処理ブロックは、前記デュプレクサ７０１から提供された高周
波信号を基底帯域信号に変換して出力する。前記復調ブロックは、前記ＲＦ処理ブロック
から提供された信号からそれぞれの副搬送波に運ばれたデータを抽出するためのＦＦＴ演
算器などで構成される、前記チャンネル復号ブロックは、復調器、デインターリーバ、チ
ャンネル・デコーダーなどで構成される。
【０１１８】
　前記ＡＲＱ制御部７０５は、前記受信器７０３から提供されたＡＲＱブロックのシーケ
ンスを確認し、前記ＡＲＱブロックのエラー発生如何を確認する。
【０１１９】
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　また、前記ＡＲＱ制御部７０５は、ＡＲＱフィードバックの時点を確認して、ＡＲＱフ
ィードバック時点が到来すれば、ＡＲＱフィードバック・メッセージを生成するように前
記ＡＲＱ制御メッセージ生成部７１１を制御する。
【０１２０】
　前記データ復元部７０７は、前記ＡＲＱ制御部７０５でエラーなしに受信成功したＡＲ
Ｑブロックを利用して、送信端のデータ生成部６０３で分割または統合して変形前のデー
タに復元する。
【０１２１】
　前記データ保存部７０９は、前記データ復元部７０７で復元したデータを保存し、前記
データを上位応用プログラムに伝達する。例えば、前記データ保存部７０９はデータ・キ
ューの形で生成される。
【０１２２】
　前記ＡＲＱ制御メッセージ生成部７１１は、前記ＡＲＱ制御部７０５の制御によって、
前記送信端に伝送するＡＲＱフィードバック・メッセージを生成する。このとき、送信端
から受信されたＡＲＱブロックにエラーが発生した場合、前記ＡＲＱ制御メッセージ生成
部７１１は、累積ＡＣＫ方式及び選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報を利用して
ＡＲＱフィードバック・メッセージを生成する。例えば、前記受信端は、選択ＡＣＫ方式
のＡＲＱフィードバック情報の構成方法によって、前記表１、表２、及び表３のうち何れ
か一つの構成方法を利用してＡＲＱフィードバック・メッセージを生成する。
【０１２３】
　また、送信端から受信されたＡＲＱブロックにエラーが発生していない場合、前記ＡＲ
Ｑ制御メッセージ生成部７１１は、累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報を利用し
てＡＲＱフィードバック・メッセージを生成する。
【０１２４】
　また、ＡＲＱ下位ブロックに対するＡＲＱフィードバック・メッセージを生成する場合
、前記ＡＲＱ制御メッセージ生成部７１１は、前記表４、表５、及び表６のうち何れか一
つの構成方法を利用してＡＲＱフィードバック・メッセージを生成する。
【０１２５】
　前記送信器７１３は、チャンネル符号ブロック、変調ブロック及びＲＦ処理ブロックを
備え、前記ＡＲＱ制御部７０５から提供されたＡＲＱフィードバック・メッセージを高周
波信号に変換して、前記デュプレクサ７０１を通じて受信端に伝送する。例えば、前記チ
ャンネル符号ブロックは、チャンネル符号器、インターリーバ、変調器などで構成される
。前記変調ブロックは、直交周波数分割多重方式の場合、ＩＦＦＴ演算器で生成され、コ
ード分割多重接続方式の場合、コード拡散変調器で構成される。前記ＲＦ処理ブロックは
、前記変調ブロックから提供された基底帯域信号を高周波信号に変換してアンテナを介し
て出力する。
【０１２６】
　前述の構成において、前記ＡＲＱ制御部７０５は、前記ＡＲＱ制御メッセージ生成部７
１１の機能を行うことができる。本発明でこれを別に構成したのは、それぞれの機能を区
別して説明するためである。したがって、実際に具現する場合、それらを全てＡＲＱ制御
部７０５で処理するように構成することができ、それらのうち一部のみを前記ＡＲＱ制御
部７０５で処理するように構成することができる。
【０１２７】
　前述のように、無線通信システムの受信端で累積ＡＣＫ方式及び選択ＡＣＫ方式を利用
してＡＲＱフィードバック・メッセージを生成することによって、ＡＲＱブロックに対す
るＡＲＱフィードバックを行うことができ、ＡＲＱフィードバックによるオーバーヘッド
を低減させることができる。また、送信端でＡＲＱブロックをチャンネル環境に適応的に
分割して再伝送することによってＡＲＱブロックの損失を低減させることができる。
【０１２８】
　一方、本発明の詳細な説明では具体的な実施形態について説明したが、本発明の範囲か
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ら逸脱しない限り、多様な変形が可能であるということは言うまでもない。したがって、
本発明の範囲は説明された実施形態に限って定められるものではなく、後述する特許請求
の範囲だけでなく、この特許請求の範囲と均等なものによって定められねばならない。
【符号の説明】
【０１２９】
　２００、３００　　　送信端
　２１０、３１０　　　受信端
　２２０　　　累積ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報
　２３０　　　選択ＡＣＫ方式のＡＲＱフィードバック情報
　６０１　　　データ保存部
　６０３　　　データ生成部
　６０５　　　ＡＲＱ制御部
　６０７　　　送信器
　６０９　　　デュプレクサ
　６１１　　　受信器
　６１３　　　ＡＲＱ下位ブロック構成部
　７０１　　　デュプレクサ
　７０３　　　受信器
　７０５　　　ＡＲＱ制御部
　７０７　　　データ復元部
　７０９　　　データ保存部
　７１１　　　ＡＲＱ制御メッセージ生成部
　７１３　　　送信器

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図２】
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